
青水増事業概要 第 10号 (1981)

三沢沖放流ホタテガイの資源調査

塩垣 優･青山 禎夫 ･田中 俊輔 ･横山 勝幸覚

昭和50年度から始まった､三沢沖を中心とするホタテガイ種苗の大量放流事業 (北浜海域はたて貝漁

業振興協議会が事業主体 )は､その後連続 3ケ年間の継続事業となり､外海はたて貝放流事業の成果が

関係機関より期待されてきたところであった｡しかし､採捕初年度に50年放流貝の生残貝が極めて少な

く､操業に到らなかった経緯があり､51年度以降の放流貝の採捕に期待がつながれた｡

この度の調査は､このような切迫した事情のもとに､地元協議会からの調査依頼により行なったもの

である｡調査には､八戸市漁協､三沢市漁協､八戸市役所より4名の調査員の派遣があったことを付記

しておく｡

調 査 対 象 貝

52､53年度放流貝に重点をおいた｡

事業年度 放 流 貝 放 流 時 期 放 流 数 量 種 苗

の産地昭和 51年度 50年産貝 51.4上旬 760万個

陸 奥 湾 (採苗貝)昭和 52年度 51年産貝 52.4中旬 1,

010 陸 奥 湾 (自然貝)昭和 53年度 52年産貝 53.5下旬 500 陸 奥 湾 (自然貝 )

調 査 時 期

昭和 54年 9月7日調 査 方 法桁網曳網調査とし､ 1地点500mの曳網距離とした｡調査

船は下記の5隻が当り､位置の確認は第11善宝丸が当った. 1地点の頚網ごとに､入網貝の計数と､30個体の測定用のサンプルをとった.

調査地点､曳網方向等は第 1図に示した｡1. 優漁丸 4.9トン(三沢 ) 2. 三栄丸 4.1トン(

百石 ) 3. 金徳丸 4.9トン(小中野 )4. 忠洋丸 4.8トン(白銀 ) 5. 長福丸 3.7トン(鮫 )

調 査 結 果1. 51年度放流貝第 1図に示した4点の曳網調査を実施したが､50年貝の入

網は皆無であった｡2. 52年度放流貝調査地点別の漁獲結果を第 1表に示した｡これらの結果から生残貝の分布を第 2図､Aに示し



第 1図 放流貝 の調 査地点 図貝の分布は前回調査時点 (53.5.21)と比較すると貝は全体的に沖合方向へ

約 500mの移動が認められた.また､生息密度の低下もいちじるしく､前回の最高密度 2.7個/nfが今回は

1.1個/m2であった｡つぎに､分布図をもとに資源量を概算してみると約 176万個､生残歩留 17.5% と良

好な結果とはし｢えない｡貝の成長は､51年度放流貝より若干落ちるが､平均殻長 116.8士 7.62Wnr､全重量

128.8士24.2gとほぼ順調で､採捕可能なサイズと



第 1表 51 年 貝 の 漁 獲 結 果
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第2図 52年放流貝 (A)および53年放流貝 (B)の分布図

(100m2当りの生残貝の個体数 )

53年度放流貝

調査地点別の漁獲結果を第 2表に､生残貝の分布を第 2図､Bに示した｡
貝の分布の中心は放流区画の北東端に偏在しており､放流区画から大きく外れていた｡また､貝の

生息密度も最高 1･42個/m2と､放流後 1年数カ月としては､いちじるしく低くなっていた(放流区画

全体に均一に放流されたとした場合の生息密度は1.67個/nfとなる).このことは､この貝よりも1

年早く放流された昭和52年度放流貝でも､これほどの貝の移動がみられないことから､放流する時点

でかなり偏った放流がなされたことに原因があろうと推定された｡

平均殻長は98･9土 8･4mm､平均全重量 78.4士 17.99と､ほぼ順調な成長を示したが､この 3年間

の放流貝のうちでは最も成長度が悪い｡三沢沖のこの放流海域では､北高南低型の成長傾向が認めら

れ､このことは底質の影響が大きいと考えられる｡

つぎに､第2図､Bから資源量はおよそ126万個､生残歩留は約25%と､期待される値よりもかな

り低い値を示した｡
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第 2表 52年 貝 の 漁 獲 結 果
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お わ リ に

放流後の経過が順調と思われていた初年度放流貝が､放流後 2年を経過した昭和53年 5月の調査で

ほとんど貝の生息が認めがたいほどの皆無状態になっていたという不測の事態が発生し､継続して事業

を推進してい く上で支障をきたすことになった｡

さらに､今回の調査結果をみると､51･52年度放流貝ともに生息密度の低下がいちじるしく､生残

歩留もまた､ともに3割以下という芳しくない状態にあることが分った｡

初年度放流貝の不測の事態とは漁場管理の不徹底から生じた､全く人為的なものであることははっき

りしており､本来ならば放流事業は採算ベースにのり成功したものと憩われる.

また､その後に続けて放流された貝の生残歩留が､いずれも芳しくないことも上記の漁場管理の不

徹底にその主因があるのではないかと思われる｡
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